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３．将来像の設定  
 「豊島区基本構想（平成 15年 2月 6日）」及び「豊島区都市計画マスタープラン」を
踏まえ、池袋の目指すべき将来像及び将来像の実現に向けた基本方針を、次のとおり設定

する。 
 
３－１ 将来像 
 
 
    文化発信 ユニバーサルデザイン都市・池袋 
 
 
・ 芸術、文化、教育などの多様な活動・交流・創造の場が整備され、新たな都市デザイ

ンによる魅力的な街づくりとにぎわいの演出により、様々な人々が、様々な活動によ

り、躍動する池袋副都心の文化・情報を発信する街とする。 

 

・ ユニバーサルデザインの理念に基づき、来街者等の水平・垂直移動に伴う負担の軽減、

安心・安全・快適な回遊空間、多言語表記による分りやすいサイン（標示）など、障

害の有無、年齢、国籍、人種等に係わらず、すべての人が利用しやすい都市環境を備

えた街とする。 

 

 
 
３－２ 基本方針 
 
 
①  安心、安全に集える、人と環境に優しいまち・池袋 
 
②  多様な機能が集積し、活力にあふれるまち・池袋 
 
③  芸術文化を発信する、魅力とにぎわいのまち・池袋 
 
④  様々な主体が参画、協働して創るまち・池袋 
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<参考> 
豊島区基本構想 
・将来像 
 未来へ ひびきあう 人 まち・としま 
・基本方針 
１． あらゆる主体が参画しながら、まちづくりを実現していく 
２． 安心して住み続けられる、心のかよいあうみどりのまちを創造する 
３． 魅力と活力にあふれる、にぎわいのまちをめざす 
４． 伝統・文化と新たな息吹が融合する文化の風薫るまちをめざす 
 
 
 
豊島区都市計画マスタープラン・副都心地区の主な課題 
池袋東地区 
・ 区の中心となるまちの形成（副都心機能の充実） 
・ 歩きやすく楽しいまちの形成（魅力あるアメニティ空間の形成） 
・ 環境に配慮するまちの形成（資源の有効利用） 
・ 安全で快適なまちの形成（道路基盤等の整備） 
池袋西地区 
・ 区の文化の中心地の形成（副都心機能の充実） 
・ 歩きやすく楽しいまちの形成（魅力あるアメニティ空間の形成） 
・ 環境に配慮するまちの形成（資源の有効利用） 
・ 副都心のオアシスづくり（拠点の新たな整備） 
・ 不燃化を進めるまちの形成（防災性機能の維持向上） 




